
算数オンライン塾 10 月 22 日の問題 解説 
 

（１） 

図１でＡがＲＱの中心にあるので、斜線部は三角形ＰＱＲの半分になります。 

したがって三角形ＰＱＲの面積は 10×2＝20ｃｍ2 

（答え）20ｃｍ2 

（２） 

 

図２で三角形ＰＲＱから斜線部を除いてできるふたつの正三角形の面積の合計は 20－14

＝6ｃｍ2 ですから、１つは３cm2 です。 

図２からＡＢの方向に②だけ移動して図 3 になったとすると、上の図のようになるので。 

新しく図 3 でできた正三角形は図２の面積が３cm3 の三角形の 3 分の 2 の長さになるこ

とがわかります。したがって図３のアの三角形は３×
ଶ
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×
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ଷ
＝

ସ

ଷ
ｃｍ2 

したがって 20－
ସ

ଷ
×３＝16 

（答え）16cm2 

 


